
官
庁
報
告

資

料

平成™›年˜—月˜Ÿ日 木曜日 第œ —Ÿ号官 報

労

働

船
員
の
特
定
最
低
賃
金
の
改
正
に
係
る
交
通
政
策
審
議
会

の
意
見
に
関
す
る
公
示

国
土
交
通
省
最
低
賃
金
公
示
第
１
号

交
通
政
策
審
議
会
か
ら
漁
業
（
遠
洋
ま
ぐ
ろ
）
最
低
賃

金
（
平
成
1
4年
国
土
交
通
省
最
低
賃
金
公
示
第
２
号
）
及

び
漁
業
（
大
型
い
か
釣
り
）
最
低
賃
金
（
平
成
1
9年
国
土

交
通
省
最
低
賃
金
公
示
第
３
号
）
の
改
正
に
つ
い
て
意
見

の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
最
低
賃
金
法
（
昭
和
3
4年
法
律

第
1
3
7号
）
第

3
5条
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
同

法
第
1
1条
第
１
項
及
び
船
員
の
最
低
賃
金
に
関
す
る
省
令

（
昭
和
3
4年
運
輸
省
令
第
3
5号
）
第
７
条
第
１
項
の
規
定

に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
公
示
す
る
。

こ
の
意
見
に
係
る
船
員
又
は
こ
れ
を
使
用
す
る
船
舶
所

有
者
（
船
員
法
（
昭
和

2
2年
法
律
第

1
0
0号
）
第
５
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
船
舶
所
有
者
に
関
す
る
規
定
の
適
用
を

受
け
る
者
を
含
む
。）で
あ
っ
て
、
こ
の
意
見
に
異
議
の
あ

る
者
は
、
国
土
交
通
大
臣
あ
て
異
議
の
内
容
及
び
理
由
を

記
載
し
た
書
面
（
様
式
任
意
）
に
異
議
申
出
者
の
氏
名
又

は
名
称
及
び
連
絡
先
を
付
記
し
て
本
日
か
ら
1
5日
以
内
に

提
出
さ
れ
た
い
。

平
成

2
4
年

1
0
月

1
8
日国土
交
通
大
臣
羽
田
雄
一
郎

交
通
政
策
審
議
会
の
意
見
（
要
旨
）

１
．
漁
業
（
遠
洋
ま
ぐ
ろ
）
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、
最

低
賃
金
額
「

1
9
2¶
5
0
0円
」
を
「

1
9
2¶
7
0
0円
」
に
改
定

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

２
．
漁
業
（
大
型
い
か
釣
り
）
最
低
賃
金
（
平
成
1
9年
国

土
交
通
省
最
低
賃
金
公
示
第
３
号
）
に
つ
い
て
は
、
適

用
す
る
使
用
者
に
係
る
動
力
漁
船
「
総
ト
ン
数

1
8
5ト

ン
以
上
」
を
「
総
ト
ン
数

2
0
0ト
ン
以
上
」
に
、
使
用

す
る
船
員
に
係
る
最
低
賃
金
額
「

1
9
6¶
7
0
0円
」
を

「
1
9
6¶
8
0
0円
」
に
そ
れ
ぞ
れ
改
定
す
る
こ
と
が
適
当

で
あ
る
。公

聴

会

一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会
の
開

催
ガ
ス
事
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
通
商
産
業
省

令
第
九
十
七
号
）第
百
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

件
名
、
公
聴
会
の
期
日
及
び
場
所
並
び
に
事
案
の
要
旨
を

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
月
十
八
日

北
海
道
経
済
産
業
局
長

増
山

壽
一

一

件
名

１

旭
川
ガ
ス
株
式
会
社
（
旭
川
地
区
）
申
請
の
一
般

ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会

２

旭
川
ガ
ス
株
式
会
社
（
江
別
地
区
）
申
請
の
一
般

ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会

二

期
日

１

前
号
の
１
の
事
案

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
五

日

午
後
二
時
か
ら

２

前
号
の
２
の
事
案

平
成
二
十
四
年
十
一
月
九
日

午
後
二
時
か
ら

三

場
所

１

第
一
号
の
１
の
事
案

道
北
経
済
セ
ン
タ
ー

六

階

研
修
室
（
旭
川
市
常
盤
通
一
丁
目
）

２

第
一
号
の
２
の
事
案

野
幌
公
民
館

視
聴
覚
室

（
江
別
市
野
幌
町
十
三
の
六
）

四

事
案
の
要
旨

１

第
一
号
の
１
の
事
案

旭
川
ガ
ス
株
式
会
社
（
旭

川
地
区
）
に
つ
い
て
、
一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更

（
平
成
二
十
一
年
九
月
十
八
日
付
で
ガ
ス
事
業
法
に

基
づ
き
認
可
を
受
け
た
一
般
ガ
ス
供
給
約
款
料
金
を

平
均
六
・
四
八
％
引
き
上
げ
る
）。

２

第
一
号
の
２
の
事
案

旭
川
ガ
ス
株
式
会
社
（
江

別
地
区
）
の
一
般
ガ
ス
供
給
約
款
の
変
更
（
平
成
二

十
二
年
九
月
十
七
日
付
で
ガ
ス
事
業
法
に
基
づ
き
認

可
を
受
け
た
一
般
ガ
ス
供
給
約
款
料
金
を
平
均
十

五
・
九
五
％
引
き
上
げ
る
）。

３

詳
細
は
、
北
海
道
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
部
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
課
電
気
・
ガ
ス
事
業

室
（
札
幌
市
北
区
北
八
条
西
二
丁
目
一
番
一
号

札

幌
第
一
合
同
庁
舎
）
及
び
第
一
号
の
１
の
事
案
に
つ

い
て
は
旭
川
ガ
ス
株
式
会
社
（
旭
川
市
四
条
通
十
六

丁
目
左
六
号
）、
第
一
号
の
２
の
事
案
に
つ
い
て
は

旭
川
ガ
ス
株
式
会
社
（
旭
川
市
四
条
通
十
六
丁
目
左

六
号
）
及
び
旭
川
ガ
ス
株
式
会
社
江
別
支
社
（
江
別

市
野
幌
末
広
町
三
十
八
番
地
二
）
に
お
い
て
閲
覧
に

供
す
る
。

五

そ
の
他

１

公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者

は
、
別
記
様
式
に
よ
り
、
住
所
（
郵
便
番
号
及
び
電

話
が
あ
る
場
合
は
電
話
番
号
を
付
記
す
る
こ
と
。）、

氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
す
こ
と
。）、
職
業
（
団
体
又

は
企
業
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
所
在
地
及
び
代

表
者
の
氏
名
並
び
に
そ
の
団
体
又
は
企
業
を
代
表
し

て
意
見
を
陳
述
す
る
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
を
付
す

こ
と
。）及
び
職
名
）
及
び
意
見
の
概
要
を
記
載
し
た

北
海
道
経
済
産
業
局
長
あ
て
の
意
見
陳
述
届
出
書

（
一
人
一
通
に
限
る
。）を
作
成
し
、封
筒
の
表
に「
旭

川
ガ
ス
株
式
会
社
（
〇
〇
地
区
）
関
係
公
聴
会
陳
述

希
望
」
と
記
載
し
て
、
第
一
号
の
１
の
事
案
に
つ
い

e

閣
議
決
定
等
事
項
e

（
内
閣
官
房
）

十
月
十
六
日
（
火
）

〇
一
般
案
件
（
抜
粋
）

一
、
南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
業
務
実
施
計
画
の
変
更

に
つ
い
て
（
決
定
）（
内
閣
府
本
府
・
外
務
・
防
衛
省
）

〇
国
会
提
出
案
件

一
、
南
ス
ー
ダ
ン
国
際
平
和
協
力
業
務
の
実
施
の
状
況
に

つ
い
て
（
決
定
）（
内
閣
府
本
府
・
外
務
・
防
衛
省
）

様
式

意
見
陳
述
届
出
書

北
海
道
経
済
産
業
局
長
殿

届
出
者
氏
名

（
ふ
り
が
な
）（
郵
便
番
号
）

住
所
（
電
話
番
号
）

職
業

旭
川
ガ
ス
株
式
会
社
（
〇
〇
地
区
）
申
請
の
一
般
ガ
ス

供
給
約
款
の
変
更
の
認
可
に
係
る
公
聴
会
に
出
席
し
て
意

見
を
述
べ
た
い
の
で
、
次
の
と
お
り
意
見
の
概
要
を
付
し

て
届
け
出
ま
す
。
（
意
見
の
概
要
）

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
CEEB

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
@DDA備

考１
届
出
書
の
用
紙
の
大
き
さ
は
、
で
き
る
限
り
日

本
工
業
規
格
Ａ
４
縦
（
横
書
き
）
と
す
る
こ
と
。

２
意
見
の
概
要
は
、
で
き
る
限
り
所
定
の
欄
に
記

載
す
る
こ
と
と
し
、
意
見
の
詳
細
を
記
載
す
る
場

合
に
は
、
別
紙
に
記
載
し
て
届
出
書
に
添
付
す
る

こ
と
。

３
団
体
又
は
企
業
の
場
合
は
、
氏
名
の
欄
に
は
そ

の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
そ
の
団
体
又
は
企

業
を
代
表
し
て
意
見
を
陳
述
す
る
者
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
を
付
す
こ
と
。）を
、
住
所
の
欄
に
は
そ
の

団
体
又
は
企
業
の
所
在
地
を
、
職
業
の
欄
に
は
そ

の
団
体
又
は
企
業
を
代
表
し
て
意
見
を
陳
述
す
る

者
の
職
名
を
記
載
す
る
こ
と
。

機
械
受
注
統
計
調
査
報
告
（
平
成

24
年
８
月
）（
実
績
）

内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所

（
調
査
の
概
要
）

本
調
査
は
、
機
械
等
製
造
業
者
の
受
注
し
た
設
備
用
機
械
類
に
つ
い
て
、
毎
月
の
受
注
実
績
を
調
査
し
た
も
の
で
あ

り
、
調
査
対
象
は
主
要
機
械
等
製
造
業
者
、
調
査
時
点
は
毎
月
末
日
で
あ
る
。

昭
和
6
2年
４
月
実
績
よ
り
、
調
査
対
象
社
数
を
2
0
2社
（
う
ち
機
械
製
造
業
者
1
7
8社
）
か
ら
3
0
8社
（
同
2
8
0社
）
に

増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、
調
査
内
容
を
拡
充
し
た
2
8
0社
ベ
ー
ス
の
調
査
に
移
行
し
た
。

平
成
2
3年
４
月
調
査
よ
り
、
日
本
標
準
産
業
分
類
の
改
定
（
平
成
1
9年

1
1月
）
に
準
拠
し
て
、
需
要
者
分
類
を
変
更

し
た
。
な
お
、
公
表
に
つ
い
て
は
季
節
調
整
に
必
要
な
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
る
ま
で
の
当
分
の
間
、
従
来
の
分
類
と
接

続
可
能
な
移
行
表
章
に
よ
る
。
こ
の
間
、
新
分
類
に
よ
る
計
数
は
統
計
表
の
な
か
で
参
考
表
章
す
る
。
ま
た
、
機
種
分

類
の
「
通
信
機
」
に
含
ま
れ
て
い
た
「
携
帯
電
話
」
を
調
査
対
象
か
ら
外
し
た
。

て
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
ま
で
、
第
一
号

の
２
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
二

十
六
日
ま
で
に
、
北
海
道
経
済
産
業
局
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
環
境
部
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
課
電
気
・
ガ
ス

事
業
室
（
郵
便
番
号
〇
六
〇
e

〇
八
〇
八

札
幌
市

北
区
北
八
条
西
二
丁
目
一
番
一
号

札
幌
第
一
合
同

庁
舎
）
に
到
達
す
る
よ
う
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、

意
見
陳
述
の
届
出
が
多
数
の
場
合
は
、
北
海
道
経
済

産
業
局
長
が
意
見
を
述
べ
る
こ
と
の
で
き
る
者
を
指

定
の
上
、
そ
の
旨
を
届
出
者
あ
て
通
知
す
る
。

２

傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
郵
便
往
復
は
が
き
（
住

所
、
氏
名
及
び
「
旭
川
ガ
ス
株
式
会
社（
〇
〇
地
区
）

関
係
公
聴
会
傍
聴
希
望
」
の
旨
並
び
に
返
信
用
は
が

き
の
あ
て
先
を
必
ず
明
記
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一

人
一
通
に
限
る
。）に
よ
り
、
第
一
号
の
１
の
事
案
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
ま
で
、
第

一
号
の
２
の
事
案
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
十

月
二
十
六
日
ま
で
に
、
北
海
道
経
済
産
業
局
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
課
電
気
・

ガ
ス
事
業
室
（
郵
便
番
号
〇
六
〇
e

〇
八
〇
八

札

幌
市
北
区
北
八
条
西
二
丁
目
一
番
一
号

札
幌
第
一

合
同
庁
舎
）
に
到
達
す
る
よ
う
申
し
込
む
こ
と
。
な

お
、
傍
聴
申
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

傍
聴
者
を
指
定
の
上
、
そ
の
旨
を
申
込
者
あ
て
通
知

す
る
。

３

公
聴
会
が
前
記
第
二
号
の
期
日
中
に
終
了
し
な
い

と
き
は
、
翌
日
以
降
も
続
行
す
る
。

４

期
日
ま
で
に
意
見
陳
述
届
出
書
の
提
出
が
な
い
場

合
は
、
公
聴
会
は
開
催
し
な
い
も
の
と
す
る
。
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